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今年度もよろしくお願いします 
 

 心地よい５月の風が吹く時期になり、子どもたちもようやく新しい環境に慣れてきまし

た。本校では、今年度は５名の新入生を迎え、幼稚部２名、小学部１０名、中学部８名、

高等部５名、合わせて２５名でのスタートとなりました。少人数ですが、学年や学部を超

えて仲よく楽しく関わり合いながら成長していきたいと思います。 

 今年度も引き続き、地域支援活動に力を入れて取り組んでいきます。 

お子さんや保護者の方々が安心して生活したり、自分のやりたいこと 

に思いきり取り組んだりできるよう一緒に考えていきたいと思います。 

また、関係機関の方々と連携を取りながら、よりよい支援をしていき 

たいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

今年度の相談について 
 今年度も、相談日、時間、回数などについて、話し合って決めていきます。通院等の帰

りに来校したい、園や学校の休みを利用したいなどのご希望がある方はご相談ください。 

 また、在籍している園や学校へ出向いて活動を見せていただき、先生方と連携をとりな

がら支援をする「訪問相談」も行っていますので、ご希望のある方はお知らせください。 
 

     静岡県立沼津視覚特別支援学校 ０５５（９２１）２０９９ 

          学校メールアドレス numazu-sb@edu.pref.shizuoka.jp 
 

  ◎授業や出張で応対できない場合は、事務室にお名前、連絡先をお知らせください。 

   後ほど折り返しお電話いたします。 

 

                   どうぞよろしくお願いいたします 
 

                  特別支援教育コーディネーター 山口貴史 

                                 柏木雅章 

                      超早期発達支援指導員 山本敬子 



 《令和７年度の相談実績》 

昨年度も、０歳児から６０歳代の成人の方まで、たくさんの方々が本校の教育相談をご利

用くださいました。そのうち、乳幼児の相談件数は次の通りでした。 

    ＜相談幼児の年齢別人数＞ 

歳児 新生児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児以上 計 

人数 ０ １ ０ ３ １２ １６ 

    ＜教育相談の形態と述べ件数＞ 

相談形態 新生児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児以上 計 

本校に来校 ０ ２２ ０ ３ ２４ ４９ 

関係機関で ０ ０ １ ５ ３ ９ 

電話・メール ０ １ ０ ０ ５ ６ 

計 ０ ２３ １ ８ ３２ ６４ 

 先方からの要請で、保健センターに出向いての相談も 

行いました。今年度も、関係機関の方々と連携して相談 

者に応じた対応をしていきたいと思いますので、お気軽 

にご連絡ください。 

 

 

《あるある日記》  

「天井についちゃう」の巻 
 年少になったばかりの全盲のYちゃん。両親と姉の４人 

暮らしで祖父母になかなか会うことがなく、年齢を重ねる 

につれて身長も伸び続けると思っていたので、両親より年 

上のM子先生の年齢を聞いてびっくりしたのです。 

 それ以来、幼稚部以外の先生やお客さんなどいろいろな 

人に会うたび、Yちゃんと一緒に年齢を聞いたり体格調べ 

をしたりするようにしました。実際に抱き着いたり抱っこ 

してもらったり、大人同士で背比べをしたりすることで、 

様々な人がいることを確かめました。背の高い人低い人、 

細身の人ふくよかな人、髪の長い人短い人など直接触れ合 

うことでわかることがたくさんあるし、小さいうちだから 

こそできることでもあります。 

 本校では、日々の生活の中でこういった直接体験を大切 

にして、子どもたちの世界を広げていくよう心がけていま 

す。 

あるある日記 


